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文系学生のための VBAプログラミング教育についての考察

五月女 仁 子

１ はじめに

パソコンの普及や，若い世代への情報教育の実施に伴い，大学での情報教育にプログラミング

を導入する大学も増えている。従来の大学教育で行われるプログラミングは，理系の学生を対象

にしたもので，採り上げられるプログラミング言語も Fortran, Pascal, Cなどが中心であった。こ

れらのプログラミング言語は，エディタにプログラミングを入力→コンパイル→実行→実行結果

を見るという形式である。しかし，最近ではWindows OSやインターネットの普及もあって，視

覚的にとらえられるもの，インターフェースを意識したプログラミングを採り上げる傾向が強い。

筆者は，神奈川大学経済学部でプログラミング講義を担当して５年になる。２００８年度から

２００９年度までの２年間はプログラミングについて全く初めての学生を対象としたが，それ以外

は何らかのプログラミング言語を使った講義を受けたことがある学生を対象としている。プログ

ラミング言語は，前期 Excel VBA，後期 Visual Basicを行っている。前期に講義する Excel VBA

について，学生が躓く箇所を指摘しながら講義を進めるうえでのポイントを考察する。

２ VBAについて

（１）VBAとは

VBAとは，Visual Basic For Applicationの略で，Microsoft社が，同社の Office各製品の機能

を拡張するために開発したプログラミング言語である。本講義では，Office製品のうち Excelを

対象とする VBAを扱った。VBAは Excelの他 Accessが有名であるが，Wordや Power Pointで

も開発言語となっている。名称の前に Visual Basicとあることからわかるように，Visual Basic

がベースである。Visual Basicは１９９１年にMicorosoft社がWindows上で動作するアプリケー

ションを作成する言語として発表したもので，初心者向けの言語であったがバージョン６を最後

に初心者向けと言えないほど難しくなった。

（２）Excel VBA の利点

VBAの利点は以下のとおりである。Excelを使って
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� アプリケーション上で繰り返し行う操作の自動化が可能となる

� オリジナルの関数が作成できる

� オリジナルのダイアログボックスが作成できる

� オリジナルのアプリケーションが作成できる

Excelには関数が多数用意されているので，それでも十分であると思われがちである。例え

ば，毎月の社員の給与明細を作る場合，その月の働いた日数，そして働いた日数分の交通費は

Excelの関数でもできるが，それを集計し，グラフに表示し，できた表とグラフを保存し，給与

明細書として印刷するという一連の操作は，Excelの関数だけでは不可能で，VBAで行う必要が

ある。

（３）Excel VBA を採り上げた理由

プログラミング言語として VBAを採り上げた理由は以下のとおりである。

� Excelアプリケーションについての操作が１年生の講義で学習済みであること

Excelについての画面の操作，関数の使い方や種類に慣れているため，VBAはこれを一歩すす

めて便利にするためのものという考え方が受け入れやすい。

� 対象が文系学生ということ

将来開発者になるということは前提とせず，将来仕事についた場合，アプリケーションを便利

にするツールの作成が可能となることを目指す。

� VBAのコーディングの特徴

プロパティやメソッドの候補がピリオドを打つことによって，プルダウンでメニューに現れる

ので，全ての命令を入力する他のプログラミング言語よりも，入力ミスが少ない。文法上のエ

ラーもプログラム入力中にエラーメッセージが出るので，どこが間違っているのかがわかりやす

い。また，ユーザーフォームが作成できるので，インターフェースを作成するプログラミングの

考え方の指導がしやすい。

３ プログラミングの実行環境

プログラミングの実行環境については，OSはWindows XPで，Excelは昨年よりMicrosoft

Office Excel２００７を使用している。

４ プログラミングの講義内容

筆者担当は，昨年までプログラミングの基礎ということで，表１のような講義計画で行われて

いたが，学生が躓く箇所ではゆっくり講義をすすめるため，１１回目位の講義計画の内容で終了

していた。本年度はプログラミングの応用であったが，学生へのアンケートでは，復習をして欲

しいとの要望が多かったため，１，２回目の内容は省き，変数，文法，配列，Subプロシー
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ジャ，Functionプロシージャ，インターフェースの作成とすすめた。インターフェースの作成

が例年よりも，少し完成度が高いものができたものの，講義計画の１５回目の内容までは入れな

かった。

回数 内 容

１
マクロとは
VBAとは，VBAの特徴
記録マクロを使ったマクロの作成と修正

２
VBEの説明
VBAを作ってみよう

３
Subプロシージャの構成
フォント操作
変数

４ セルの絶対参照と相対参照

５ 条件分岐１Ifステートメント

６
条件分岐 Ifステートメント応用
SelectCaseステートメント

７ 繰り返し処理（Forステートメント）

８ 繰り返し処理（Doステートメント）

９ Subプロシージャ

１０ Functionプロシージャ

１１ 配列の基礎

１２ 配列の応用

１３ インターフェースの作成１

１４ インターフェースの作成２

１５

印刷操作
Sheet操作
Excelの関数の呼び出し

表１

５ 講義のポイント

学生はどのようなところで躓くのか，初心者を対象とした去年までの２年間と経験がある学生

を対象とした今年のような場合は，画面操作のような初めの段階で躓くかどうかの違いはある

が，それ以降の変数や文法を扱う点では，それほどの差は感じられなかった。学生が間違えやす

い箇所を指摘しながら，プログラミングにおける講義ポイントとなる箇所を考察する。

（１）VBEについて

VBAは Excelを立ち上げて，プログラミングを入力する VBE（Visual Basic Editor）を表示し，

そこにプログラミングを作成する。全くの初心者の場合，この画面を出すことやこの画面の操作

に慣れることに一苦労する。しかし今年は，そのようなことはなかった。
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（２）ファイルの保存と呼び出しについて

Microsoft Officeのバージョンが２００７となり，それまでのバージョンと違い，保存する際に

「Excelマクロ有効ブック」を選択して保存するようになった。この点を忘れて図１のメッセー

ジを出してしまう学生が見られた。ただ，初めの講義で指摘すれば，メッセージで気づいてやり

直す学生がほとんどのためそれほど問題はなかった。

図１

次に既存ファイルの呼び出しについてであるが，これもバージョンが２００７になってから，

ファイルを呼び出した際，図２のようなセキュリティ警告が出るようになった。このオプション

ボタンをクリックすると，図３の画面が表示され，「このコンテンツを有効にする」を選択し，

OKボタンをクリックする。

図２

図３

図２の［オプション］ボタンをクリックし忘れて，プログラムを実行しようとすると，図４の

ようなエラーメッセージが出るため，もう一度，ファイルの呼び出しからしなければならない。

しかし，この点もメッセージが出ればやり直す学生がほとんどのため問題はなかった

図４
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（３）入力について

プログラミング作成時に「どこで空白を入れていいかが

わからない」という質問を受ける。計算などでは，演算子

と変数の間に自動的に空白があく（図５）が，基本的には

命令１つ，変数１つについてその前後に空白を入れる形で

作成していく。この質問が出るのは，１つ１つの命令を覚

えていないためと考えられる。ただ渡されたものを入力するだけで済ませていると，この状態に

なる。

（４）メソッドとプロパティに関して

オブジェクトで使えないメ

ソッドやプロパティを使うと，

図６のようなエラーが出る。

VBAの場合，オブジェクト名の

後にピリオドを入力すると，そ

のオブジェクトで使用できるメ

ソッドやプロパティのメニュー

がプルダウンで出る（図７）。

メニューから該当するものをダブル

クリックすればよいので，メソッド

やプロパティの単なる入力ミスは少

ない。これは，その前に入力したオ

ブジェクトの入力ミスの場合が多

い。オブジェクトを間違っていて，

ピリオドを入力しても表示されるメ

ニューの中に該当するメソッドやプ

ロパティがないにもかかわらず，そ

のまま入力してしまう。この点，ピリオドを入力してメニューに該当するものがなければオブ

ジェクトをよく確めるように注意した。

ただオブジェクトを Selectionとすると，プルダウンのメニューが出ないので，この場合は入

力ミスがみられる。

（５）予約語について

Dimや As, Rangeなどの予約後の入力ミスがある。これは，このような予約語を小文字で入力

図５

図６

図７
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することを指導することによって改善され

た。小文字で入力し，スペル，用法があって

いれば，カーソルを違う行に移動すると最初

の文字が大文字に代わる（図８）ので，間違

いに気づきやすい。

（６）変数名の間違い

変数名を間違えても，エラーメッセージは出な

い。この点，変数名を宣言する際に，最初の文字を

大文字にするように指導した（図９）。例えば，

data１という変数の場合，初めの１文字を大文字に

して，Data１と宣言する。そして，変数 Data１を入

力する際，わざと小文字で data１と入力するよう

にして，Enterキーを押すと，変数名が正しければ

最初の１文字目が大文字に代わり確かめられる（図

９）。

図９

図１０

また，「Option Explicit」を宣言するように

も指導した。これを宣言すると，変数を間違え

た場合，実行時にエラーメッセージが出るよう

になる（図１０）。

（７）セルの指定について

セルの指定方法として，Range（“A４”）というように直接セル A４を指定する方法もあるが，

図８
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繰り返し処理や，配列を想定すると Offsetや Cellsでセルを表す方法を知っておくほうが便利で

ある。これについてのミスは以下のとおりである。

図１１

①Offset に関するミス

Offsetは，カレントセルとなっていると

ころから相対的に行と列をどのくらいずら

すかを指定する。行の場合は右側がプラス

で，左側がマイナスになり，列の場合は下

側がプラスで，上側がマイナスになる。図１１では，Aはセル D６，Bはセル A３に表示される。

行と列を逆にとらえているミスが最も多く，次に列についてプラスとマイナスを逆にとらえて

いるミスが多い。また，Offsetでずらしたセルをカレントセルになっていると勘違いするミスも

多い。

Offsetの Valueプロパティでは値を表示したり，値を取得することはあっても，そのセル自体

はカレントセルになるわけではない。そのため図１１でセル D６に Aと表示されたとしてもカレ

ントセルはセル C４である。次の Offset（―１，―２）はこのカレントセルであるセル C４から上に１

行，左に２列ずれたセル A３となる。

Offsetに関するミスは，指定された行や列が存在しない場合はエラーメッセージが表示される

が，それ以外は表示がないため結果が表示され，違うことに気づいてから修正する形になる。

繰り返し処理とともに，Offsetを使用する場合，どこにカレントセルがあるのかがわからなく

なる学生が多く，Offsetを指定できない学生が多かった。どこにカレントセルがあるかを意識し

て繰り返し処理をするように指導した。

②Cells に関するミス

Cellsは行と列を直接指定する絶対表示の形式であるが，「Range（“C４”）」を Cellsで表すと

「Cells（４，２）」と表すように Rangeとは行と列が逆になる。そのため Cellsについても行と列を

反対にとらえてしまうミスが多い。

（８）文法について（条件分岐 If ステートメント）

Ifステートメントの構文は右の構文１のとお

りである。

構文１
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学生が多く間違える箇所を以下の２つの例をあげて説明する。正解は右図に示す。

（ア）点数（変数名：Ten）が８０点以上の場合「A」，

８０点未満７０点以上の場合「B」，７０点未満の場合

「C」と判定（変数名：Hantei）する（図１２）。

図１２

（イ）点数が８０点以上の場合「合格」と判定する（図

１３）。 図１３

①比較演算子のミス

（ア），（イ）に共通に考えられるミスとしては，比較演算子のミスが考えられるが，本講義で

は，１年生で Excelの指導を受けてきているため，このミスは少ない。

②入力忘れ

図１４

Then, ElseIf, Else, EndIfの構文の入力を忘れて

しまうミスは多い。例（ア），（イ）に共通にみら

れるミスであるが，プログラム作成時に，図１４

のようなエラーメッセージが表示されるため，学

生は自分で気づく場合が多い。

③２つ目以降の条件作成時のミス

例（ア）の場合のミスとして，２つ目以降の条件作成時のものが非常に多い。条件２の「８０点

未満７０点以上の場合 B」の条件を「ElseIf８０＞Ten＞＝７０Then」とする。これはエラーメッ

セージが表示されないが，正しい結果は出ない。また，正しい結果とはなるが「ElseIf８０＞Ten

And Ten＞＝７０Then」とする学生も多い。これらは Ifの構造がわかっていないためと思われる。

筆者は，Ifステートメントを説明する場合，フローチャート（図１５）を使って説明するよう

にしている。フローチャートの記号の意味は説明に必要な記号だけわかってもらえればよいの

で，条件がひし形で，出力が左の先のとがった楕円であることを説明し，（a），（b），（c），（d）に

は，どのような人が来るのか，条件はどう置けばよいかを解説する。

ここでは，「（b）に来る人はどのような人か」それは「全員が８０点未満の人たち」なので，条

件２はその中で７０点以上という条件式を作ることになると解説する。
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図１５

④最後の Else のミス

図１６

例（ア）の場合のミスとして，「Else Ten＜７０」，「Else

Ten＜７０Then」とする学生が多い。これは，プログラ

ム作成中に，図１６のようなエラーメッセージが出る

が，何が違っているのか気づきにくい。図１７のフロー

チャートを使い，「（c）に来る人はどのような人か」，そ

れは「８０点未満ではあるが７０点以上とれた人」であ

り，「（d）に来る人はどのような人か」それは「７０点未

満の人である」と解説し，Elseの後の条件を置かないことを指導する。

図１７
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例（イ）の場合のミスとして，Elseを書かなくてもよいのに書いてしまって，EndIfを書き忘

れている学生が多い。これについては，事前に例題を示し，それ以外がない場合は Elseは書く

必要がなく，直接 EndIfを書くことができることを示す。

（９）文法について（繰り返し処理 For ステートメント）

構文２

Excelの VBAであることから，

表を扱うことが多い。そのため，

Forステートメントは，表を想定し

て２重ループまで取り組んでいる。

①増分値のミス

増分値が１である場合は「Step１」を省略できる。はじめに習う例題として，省略されるケー

ス（例えば１から１０までの和を求めるもの）を扱っているため，Stepを使うことに慣れず，増

分値が２や１０，または－１とするようなケースの場合，増分値に数がおけないで困っている学生

が見られた。何題か Step増分値を利用する課題を挑戦し練習した。

②二重ループのミス

外ループを行，内ループを列として二重ループを取りあげたが，図１８左の表のケースで考え

ると行が１０回のループ，列は５回のループとなり，正解は図１８右になるが，以下にあげるミス

が見られた。

図１８

（a） 外ループと内ループのカウンタを同じにしてしまっている（図１９左）

これは，図１９右のようなエラーメッセージが出るので，対処されやすい。
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図１９

（b） For～Nextの対応があっていない（図２０左）

これは，右のようなエラーメッセージが表示されるが，Next忘れでも同じメッセージが表示

されるので気づきにくい。ここでは，外側の For～Nextと内側の For～Nextでインデントを変

え対応がわかるように指導した。

図２０

（c） Nextを忘れる（図２１）

これは上記と同じエラーメッセージがあるのでわかりにくいが，Forの数と Nextの数の違い

を指摘することで対処される。

図２１

（d） 行１０回と列５回のループにしていない

これはエラーメッセージとして表示されず，結果が違うことで対処しなければならない。

（e） For i＝１To１０，For j＝１To５とした場合，対応する Cells（i, j）を Cells（i＋１，j＋１）とず

らしていない

これもエラーメッセージとして表示されず，結果が違うことで学生から手があがる箇所であ

る。
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③二重ループを使った合計計算のミス

図１８左表の G列は，各商品の合計が求められている。図１８右のプログラムでは，変数 Sum

に合計を求めているが，プログラム２行目「Sum＝０」が重要である。この「Sum＝０」と置けな

い学生が多い。VBAの場合，宣言をした段階で変数は０とされているが，このように変数を使

いまわして計算する場合，「Sum＝０」としなければ，この場合は累計になってしまうことを説明

した。

（１０）文法について（繰り返し処理Doステートメント）

構文３

構文４

Doステートメントについては，２つの条件を置くケース

を講義した。Whileの場合（構文３）は条件が成立している

間繰り返し，Untilの場合（構文４）は条件が成立したら繰

返しを終了するという違いがある。Forステートメントは

データ数がわかっている場合に使うことが想定されるが，

Doステートメントはデータ数がわからないことを想定して

使う場合が多い。実際に仕事でデータを扱う場合，正確な

データ数がわかっていることは少ないので，Doステートメ

ントの出番は多い。講義では，IsEmpty関数も併せて講義し

た。IsEmpty関数は該当セルが空白かどうかを判定する関数

である。実際のデータは，キーとなる学籍番号や，商品コー

ドが入るセルは途中に空白があるということはないので，そのセルに IsEmpty関数で使い，空

白が判定されたらそこでデータが終わりと考えて条件を作った。

ここでのミスは以下のとおりである。

① Until の条件とWhile の条件を反対にしているミス

条件の設定を間違え，無限ループに入ってしまう学生が多い。プログラムを実行前に必ず保存

するように指導し，無限ループに入ってもまたやり直しができるようにする。

② 条件が成立する（成立しなくなる）ような

処理をループの中で行っていないミス（図２２）

これは一度もループに入れないか，無限ルー

プになってしまうミスで，図２２の例では網か

け部分を作成しないケースである。プログラム

を実行する前に必ず保存するとともに，Forス

テートメントと違い自動的にカウントされるこ

とはないため，Doステートメントの中で何かしら条件を成立する，または成立しなくするよう

なプログラムが必要であることを指摘する。図２２では，条件として iを使っているので条件を

図２２
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成立しなくなるように iを変化させるプログラム「i＝i＋１」が必要である。

（１１）配列について

配列の場合，厳密には違うが，変数の説明とあわせて，「同じ名前の箱をメモリの中に作り，

同じ名前だと区別がつかないので，番号（添え字）をふる」と説明している。その考え方をとら

えられるかが，まず第一歩となる。講義では１次元配列を中心に説明している。

①宣言についてのミス

図２３

そのままの宣言では，添え字は０から始まるので，

もし１００個の配列（配列名：Data１，整数型）を作成

する場合は「Dim Data１（９９）As Integer」となるが，

「Dim Data１（１００）As Integer」とする学生が多い。た

だ多めに配列が用意される分には，エラーにはならな

い。このような設定をする学生の多くは，添え字を１

からはじまると考えている場合が多いので最初のデー

タ Data１（０）を計算していないミスが見られ（図２３）

る。

②添え字についてのミス

配列を使って計算をする場合，配列の表記は図２３のように「Data１（i）」となるのであるが，

それが表記できず「Data１」としてしまうミスが多い。

（１２）Subプロシージャと Function プロシージャについて

Subプロシージャは下記のような構文で，呼び出す側ではその呼び出したい Subプロシー

ジャ名を表記し，渡したい実引数を右側に並べる。呼び出される Subプロシージャでは（ ）

の中に，仮引数を入れて作成する。

呼び出す側 

プロシージャ名   実引数１，実引数２，・・・ 

プロシージャ名（仮引数１　As型，仮引数２　As型，・・・） 
呼び出される側 

・・・ 
構文５
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Functionプロシージャは，Subプロシージャと似ているが，それ自体が値を持ってくるため，

構文６の yのようにどこかに代入される形をとる。また Functionプロシージャの中で「Func-

tionプロシージャ名＝」という形で値が代入される。

・・・ 

呼び出す側 

呼び出される側 

（実引数１，実引数２，・・・） 

（仮引数１　As型，仮引数２　As型，・・・）As型 

構文６

①仮引数と実引数の対応ミス

Subプロシージャでも Functionプロシージャでも共通のミスであるが，実引数と仮引数の数

が合わない，または引数の型が合っていないミスがある。

図２４は Subプロシージャでの例であるが，引数の渡し方についてこのような図を使い説明し

ている。呼び出す側のMainプロシージャを実行すると，Testの所で Testプロシージャを探し

に行き，見つけるとその中に入る（図２４①実線）。その際，右側の実引数 a，b，cを順番に仮引数

図２４
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である変数の箱 x，y，zに落とす。変数の箱に落ちると，以後，変数は x，y，zとなって Testプロ

シージャの中で使われる（②実線）。Testプロシージャの実行終了後は，変数 x，y，zは処理後の

値が入っている。この場合 zは３０となる（図２４の③破線）。次に呼び出した側に戻り（図２４の

④破線），実引数の変数の箱 a，b，cに値が戻ってくることになる。このため，引数の数と引数の

型は重要で，渡す側と渡される側が違えば，行って戻ることができないことを指摘する。

②配列を引数にした場合のミス

配列を引数にした場合，実引数でのミスは少ないが，仮引数でカッコ（ ）のつけ忘れが非常

に多かった。ここでは，配列を忘れてしまっている場合が多いので，配列の説明から繰り返す形

になる。

③実引数と変数について

プロシージャに実引数として渡しておきながら，プロシージャの中で変数として宣言している

ケースが見られた。これは，図２４の説明とともに引数とはどのようなものかを指摘する。

④ Function プロシージャの代入ミス

Functionプロシージャはそれ自体が値を持って帰ってくる。そのため，どこかに代入できる

ようにしなければならない。代入先がないミスが多い。Subプロシージャと Functionプロシー

ジャが一緒になってしまっている学生が多いので再度構文に戻って解説する。

⑤ Function プロシージャ内で値の代入がない

Functionプロシージャの中では，どこかに「Functionプロシージャ＝」という形で値を代入

する箇所がなければならないが，それを忘れてしまうミスがある。

（１３）インターフェース作成

インターフェース作成は，ユーザーフォームを作りその中にオブジェクトを入れる→オブジェ

クトのプロパティの設定→プログラムの入力→実行→バグ取りの順になる。

①ユーザーフォームの作成について

何度かユーザーフォームを出すうちに慣れてくるが，まずユーザーフォームを VBEに出すこ

とに躓く学生が多い。

次にツールボックスからオブジェクトをフォーム上に配置していく段階で，何度もツールボッ

クスをクリックしてしまい，オブジェクト名が違ってしまうミスや違うツールを選んでしまうミ

スが多い。オブジェクトには，名前がついていることを理解させ，この名前を使ってプログラム
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を作成することを指摘する。

②プログラムの入力について

いったんフォームに戻って，ユーザーが実行する動作をもとにそこにプログラムを埋めこんで

いく考え方を指導する。例えば，「CommandButton１をクリックしたら，文字の色が変わる」場

合，この CommandButton１の中にプログラムを入れるつもりで，CommandButton１をダブルク

リックして，プロシージャを表示し，表示されると既に入力されている PrivateSubCommand-

Button１＿Clickと End Subの間に文字の色を変えるプログラムを入れる（図２５）。もしイベン

トとなる Clickが違えば，右上のイベント一覧が出る▼をクリックしてイベントを選び，プログ

ラミングを入れることなる（図２５）。ここでは，違うオブジェクトまたは違うイベントにプログ

ラムを入力してしまい，プログラムを実行して CmmadButton１をクリックしたとしても文字の

色が変わらないというミスが多い。

図２５

６ おわりに

今回，プログラミングについて，学生の躓く点と講義上の留意点について述べた。VBAは，

情報教育として Excelを学習済みの学生にとって，受け入れやすいプログラミング言語である。

またどこが間違っているのかをエラーメッセージとして表示してくれるのでプログラミング初心

者でもわかりやすい。筆者は，講義を受講した学生が，少しでもプログラミングに関心を持ち，

更に違うプログラミングに挑戦しようと思ってもらえばと考える。就職をした場合，職場で日常

の仕事が楽になるようなツールを作成できるような人材を育成できるよう指導したい。
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